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ヤツガシラUpupaepopsの巣箱での繁殖例

飯田知彦’

はじめに

ヤツガシラUpupaepopsは，大陸では樹洞が主要な繁殖場所で，石垣や建物のすき間なども利

用する（山階1941,Panovl992)．日本ではこれまで建物と石垣のすき間での繁殖例があるだけで

ある（日本野鳥の会軽井沢支部1987，中村・柏木1991，藤井1992)．広島県ではごく少数のヤツガ

シラが生息繁殖しているが，個体数は増加傾向にあるようである（飯田未発表)．筆者は，数年前か

ら調査用の巣箱を架設し，ヤツガシラの生態調査に利用しているので，その概要を報告する．

調査地

調査はいずれも広島県西部の，数年前からヤツガシラが繁殖している人家の散在する農村地帯で，

生態調査の一環として行なった．これまでに巣箱はＡ調査地とＢ調査地の２か所で，計２回架設した．

両調査地は直線距離で30kｍ以上離れていた．なお，保護上の観点から，詳細な地名は省略する．

巣箱の構造および設置方法

巣箱の寸法は，図１のとおりである．巣穴の寸法や巣の内部空間にあたる巣箱全体の大きさは，ヤ

ツガシラの体の大きさやほかの営巣場所の例から推定して決めた．ヤツガシラは自分で巣材を運搬し

て巣をつくらないため，巣箱の内部には切ったワラを数ｃｍ敷きつめ，産座の予定位置にはあらかじ

め人工的に産座をつくった．ヤツガシラはこの産卵予定位置に産卵した．

制作した巣箱は１個で，1990年（Ａ調査地）と1993年（Ｂ調査地）に，Ａ・Ｂ調査地共に1個だけ

架設した．Ｂ調査地に架設した巣箱は，Ａ調査地に架設した巣箱を再架設したものである．

架設場所はいずれもヤツガシラが前年に繁殖に利用した建物で，いずれも建物の繁殖に利用したの

ではない面の壁に，Ａ調査地ではくぎで打ちつけ，Ｂ調査地では戸袋上に置いて固定した．

利用状況

Ａ調査地では，３月25日にヤツガシラを初認し，この日，雄と思われる個体の営巣場所の探索行動

が観察された．４月上旬には雄が巣箱上でさえずるのが観察されたが，以後はっきりしたさえずりは

確認されず，４月14日に付近で，さえずっていた個体と思われるヤツガシラの雄が捕殺されているの

が発見された．そのまま架設しておいた巣箱の内部を６月２日に確認したところ，雄の死亡により産

卵期に放棄されたと思われるヤツガシラの卵２個を発見した．

Ｂ調査地では，４月17日につがいで巣箱に出入りし，営巣場所の選定を行なっているのが観察され

た．４月24日に雄が巣箱で抱卵中の雌に給餌を行なっており，巣箱を利用し繁殖していることが確認

された．５月10日頃ヒナがふ化し，５月16日にヒナの声が確認された．５月20日に雌も巣箱から出て
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きて，つがいでヒナヘの給餌を開始した．６月５日にはヒナがはじめて巣穴から外に顔をだし，６月

６日，最初のヒナが巣立ちした．６月12日には７羽のヒナすべてが巣立った．

考察

小池・樋口（1989）によると，これまで日本で人工の営巣場所を利用し繁殖した烏は，フクロウ，

シジュウカラ，コムクドリなど，計26種が記録されている．今回，ブッポウソウ目ヤツガシラ科の烏

が，新たに1種加わったことになる．

ヤツガシラの営巣場所は樹洞や建築物などであるが，おもに樹洞で営巣する（山階1941)．巣箱の

利用例もあるが，まれである（Ｈａｍｍｏｎｄ＆Everttl980)．今回の調査ではそれぞれ別の繁殖地で

1回に1個づつ計２回しか巣箱を架設していないが，いずれも繁殖に利用されている．今回ヤツガシ

ラ用に新たに設計した巣箱は，ヤツガシラの体の大きさに対してかなり大型で，しかも横長に床が広

い（図１，図２)．この形状の特徴が，今回ヤツガシラに利用された原因であったのかもしれない．

ヤツガシラは，ふ化から巣立ちまでに要する期間が巣箱利用種を含めたほかの多くの種より比較的

長く（中村・柏木1991，飯田未発表)，ヒナはかなり小さい段階から巣の中を活発に歩きまわる

(図３)．これらのことから，ほかの一般的な巣箱利用種と比較し，巣箱の内部空間，特に床面積は広

めのほうがよいものと思われる．

一方，改良点としては，巣穴の大きさがある．今回の巣箱の巣穴の大きさは５×５ｃｍであったが，

これは少し広めと思われ，ヤツガシラのほかの繁殖穴の例から，4.5×4.5ｃｍが適当と思われた．

今回ヤツガシラ用の巣箱を架設した理由は，親鳥とヒナの捕獲を容易にするためであった．このほ

かにも利点としては，建物の壁面に架設することによりヘビなどの捕食を避けることができるものと

思われる．

一方，問題点としては，すべての巣箱に共通することであるが，人間に対して巣が発見されやすい

点である．そのため，これまで積極的に架設しておらず，調査対象として選出したつがいの生息地で

しか架設していない．

２００
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図１．ヤツガシラ用巣箱の模式図．単位は、、．

Ｆｉｇ．１．AnestboxfortheHoopoe．（iｎｍｍ.）
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図２．ヒナの食物（ケラ）をくわえて帰巣した親鳥．

Ｆｉｇ．２．Ｐａｒｅｎｔｂｉｒｄｒｅｔｕｒｎｉｎｇｔｏｔｈｅｎｅｓｉｂｏｘ，ｗｉｔｈｆｏｏｄｉｎｉｔｓｂｉｌｌ，ｄｕｒｉｎｇｔｈｅｎＧｓｉ,ling
period．
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閃３．巣鯖の内部状況．

Ｆｉｇ．３．ＩｎｓｉｄｅｔｈｅｎｅｓＩｂｏｘ．
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当地方ではヤツガシラは１回の繁殖期に２回の繁殖を行なうことが多いようであるが（飯111未発

表)，ヤツガシラは巣内のヒナのフンを運び出さないことがあり，巣の内部は非常に汚れていること

が多い（[１本野鳥の会軽井沢支部1987,飯111未発表)．巣箱の場合，人為的に巣内を浦締し消雌す

ることも可能なので，ヤツガシラが第２同月の繁殖に入る前にこれを行なえば，２回'1の繁殖の成功

を促進することができるかもしれない
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BreedingrecordofHoopoeinnestboｘ

Tomohikolidal

TostudytheecologyofHoopoesUIDupaepops,IsetnestboxesinwesternHiroshima、

ThenestboxesweresetatstudysiteｓＡａｎｄＢ,whichare30kmapart・Ｏｎｌｙｏｎｅｂｏｘｗａｓａｔ

ｅａｃｈｓｉｔｅ,andbothwereusedforbreeding・

TheHoopoeisthoughttobeaspecieswhichdoesnotusenestboxes,Inthisstudyallnest

boxesplacedwereusedforbreeding,possiblybecausethenestboxwaswide,hadalarge

floor,andwasmuchbiggerthantheHoopoe・

TheHoopoe，snestlingperiodislongerthanmanyotherspecies,andtheHoopoeitselfis

anambulatoryspecies,soevennedgedbirdswilloftenwalkaround・Ｄｕｅｔｏｔｈｉｓ，ａｌａｒｇｅ

ｎｅｓtboxmayenhanceitsusefullnessforHoopoes、
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